
OpenRadioss勉強会

Ubuntuでexampleのgmsh_tensileを
やってみた

オープン科学計算コンサルティング

https://openscc.com
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参考にしたサイト
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https://wiki.opencae.or.jp/index.php/OpenRadioss

https://ss1.xrea.com/penguinitis.g1.xrea.c
om/study/OpenRadioss/OpenRadioss_set
up.html

https://takun-physics.net/14812/

インストール方法
実行方法
IceCubeの実行

インストール方法
実行方法（並列の場合が詳しい）
SpringBackの実行

https://wiki.opencae.or.jp/index.php/OpenRadioss
https://ss1.xrea.com/penguinitis.g1.xrea.com/study/OpenRadioss/OpenRadioss_setup.html
https://takun-physics.net/14812/
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Altairの日本語マニュアル



OpenRadioss
バイナリー版
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https://github.com/OpenRadioss/OpenRadioss/releases

ダウンロード

https://github.com/OpenRadioss/OpenRadioss/releases


インストール
• Ubuntu20.04

• HOMEにOpenRadiossのバイナリー版を解凍

vtk作製実行ファイル

engine実行ファイル

openmpi実行ファイル

starter実行ファイル

実行ファイル

ライブラリ
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csv作製実行ファイル

cfg



インプットファイル

tensile_LAW36_BIQUAD_0000.rad

tensile_LAW36_BIQUAD_0001.rad

インプットファイルは２つ
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計算プロセス
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anim_to_vtk

th_to_csv

runnameAnn.vtk

runnameT01.csv

paraview

HyperView Player

https://2022.help.altair.com/2022/hwsolvers/ja_jp/pdf/AltairRadioss_2022_UserGuide.pdf



gmsh_tensile_LAW36_BIQUAD
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形状ファイル

今回作製したスクリプト

インプットファイルをダウンロードする



計算モデル（tensile_test_LAW36_BIQUAD)
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1m/s

塑性域の応力歪関係（LAW36＝表形式）

✓ SSAB社のDP600スティール
✓ 一定速度で破断までの引張試験
✓ QEPHシェル（積分点１）の弾塑性解析
✓ 表形式SS線図を使用（LAW36）
✓ 破壊モデル（BIQUAD）を使用

計算と実験の比較

実験

本解析

デフォルト破壊モデル
（軟鋼）

https://2022.help.altair.com/2022/hwsolvers/ja_jp/pdf/AltairRadioss_2022_Reference.pdf

剛体 剛体完全拘束節点

移動節点

破断点



https://gmsh.info
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クリックしてダウンロード



起動方法
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①PATHを~/.bashrcに追記
export PATH=~/gmsh-4.11.0/bin:$PATH

②$gmsh



tesile_test_coupon.incの作製

1. gmshに形状ファイルtesil_test_coupon.stepを読み込む

2. Tools/Optionsのmesh/General Quasi-Structured Quad, Element the factor=0.5

3. Mesh/2Dをクリック→メッシュ完成

4. File/Export rad形式でtensile_test_coupon.incをエクスポート
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ノードの位置とシェルのノード番号のファイル



gmsh_tensile_LAW36_BIQUAD.0000.rad
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名称
バージョン
入力用単位
計算用単位

メッシュ情報のインクルード

プロットに表示するタイトル

LAW36 等方性弾塑性材料則（歪速度含む）/識別ID
名称

材料則の関数の数

材料則の関数ID

func_ID1の縦軸スケールファクタ

バージョン、単位系

弾性物性値、材料則関数指定

メッシュ用ファイル指定
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破壊モデル/識別ID

C3=0.9
M=2（HSS鋼） S=2（塑性ひずみ帯域最小が平面ひずみ）

節点
ID ｘ座標 y座量 z座標

境界条件/識別ID
名称
並進 回転 スキューID 適用節点グループ

節点リストによる節点グループ/識別ID
名称
節点ID

プロパティと材料の組合せ/識別ID
名称
プロパティ識別ID 材料識別ID

シェルモデルのプロパティセット/識別ID
名称
４点シェル定式化（24＝QEPHシェル）

積分点数 シェル厚 合力計算 平面応力塑性

固定ノードの境界条件

移動ノードの境界条件

シェルモデル

破壊モデル設定

２つのノード設定
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関数定義/識別ID
名称
横軸 縦軸

https://2022.help.altair.com/2022/hwsolvers/ja_jp/pdf/AltairRadioss_2022_Reference.pdf

移動用の関数定義

塑性域のSSカーブ関数定義
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剛体定義/識別ID
名称

メイン節点ID グループ節点ID

節点グループ指定による節点グループ定義/識別ID
名称
節点グループID 節点グループID
（正の場合は追加、負の場合は削除）

参照ボックス内節点の節点グループ定義/識別ID
名称
ボックスID

矩形によるボックス定義/識別ID
名称

XP1座標 YP1座標 ZP1座標
XP2座標 YP2座標 ZP2座標

固定側の剛体定義
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移動側の剛体定義



2022/11/26 18

節点グループに対する強制速度/識別ID
名称

関数ID グループ節点ID
横軸スケール 縦軸スケール

節点に対する時間履歴/識別ID
名称

節点ID

剛体に対する時間履歴/識別ID
名称

剛体ID 剛体ID

移動速度設定

移動点の時間履歴設定→DX, DY, DZ, VX, VY, VZ

剛体の時間履歴設定→FX、FY、FZ、MX、MY、MZ、RX、RY、RZ



gmsh_tensile_LAW36_BIQUAD.0001.rad

終了時間[秒]=0.04

アニメーション用ファイル 書出時間[秒]=0 出力間隔[秒]＝0.001

節点時間ステップのコントロール/一定時間/デフォルト
計算ステップスケール=0.9 最小時間 initialMassRatio

時間履歴ファイル/フォーマット
出力間隔[秒]=0.00001

プリントアウト頻度（正値ではは.outファイルのみだが負値では標準出力も）/カラムヘッダ行数

シェルテンソル値のアニメーション出力 STRESS 全ての層
シェルテンソル値のアニメーション出力 STRAIN 全ての層
シェルのVONMISS値のアニメーション出力（追加）
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停止の場合の措置→時間履歴ファイル有、アニメーションファイル有



実行スクリプト: run.sh
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*0000.radファイルはstarter,*0001.radファイルはengineで実行する
環境設定は.bashrcに記述してもよいが、スクリプトファイルを作った



並列計算実行スクリプト：parallelRun.sh

OpenMP並列設定
本環境では、OpenMPIとOpenMPの併用は遅く
なったのでOpenMPについてはコメントアウト

OpenMPIの並列数
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その他のスクリプトファイル
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vtk.sh

csv.sh

paraviewで可視化するにはvtkファイルを作製する

時系列の計算データをcsvファイルに出力する

可視化ファイル名は*A???

時間履歴ファイル名は*T??



実行と可視化
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$ ./run.sh
$ ./vtk.sh gmsh_tensile_test_LAW36_BIQuad
$ paraview


